

























































































































































































































































































































































































uniti_price * quantity == total_price
quantity >= 100






















































































































































public boolean isDTDnew（String dtd）
DTDがテーブル内に存在するかしないかを返す．
引数で与えられたDTDが，存在しない場合は新規DTDとなり trueを返す．
public boolean isOverlap（String name,String dtd）
XPathNameが重複していないかどうか調べるメソッド．
重複する場合は trueを返す．
public boolean sdicCheck（String sdicXPathName,String dtd）
SDIC表現に使われているXPathNameが登録されているかどうかを調べるメソッド．
登録されているなら true，テーブル内に見つからない場合は falseを返す．
public boolean isSDICexsist（String sdic,String dtd）
SDICがテーブルに存在するかどうか調べるメソッド．
存在するなら true，存在しないなら falseを返す．
public void addNameAndXPath（String dtd, String name, String xpath）
テーブルにname,xpathを追加するメソッド．
public void addSDIC（String dtd, String sdic）
96 半構造化文書のための一貫性制約管理機構の設計と実装
テーブルにSDICを追加するメソッド．
public void delSDIC（String dtd, String sdic）
テーブルからSDICを削除するメソッド．




































































4500*20 ==  100000 が
A*B==C
の制約を満たしていないため，falseと表示されている．
102 半構造化文書のための一貫性制約管理機構の設計と実装
図5.7：実行結果
第6章　結　　　論
ネットワークを介した電子商取引，アプリケーション間のデータ交換，データの保管・管理な
ど様々な用途でXML文書は急速に普及しつつある．それはXMLの利用者が自由にタグを定義
でき，文書中の文字列に意味付けができる言語構造を持っており，プログラムで自在にXML
データを自動処理できるというメリットのためである．しかし，実際にプログラムでXML文
書を処理するには，XML文書の正当性を表現する意味的制約表現の枠組みが不可欠である．
XMLの制約には一般にDTDが用いられるが，DTDの制約だけでは不十分で上手く表現できな
い意味的制約が存在する．たとえば，XML文書に記述するデータの型などはDTDでは表現で
きない．
特に，XML文書中の各部分木が示すデータに関する意味的一貫性制約を表現することができ
ない．本研究ではXML文書の木構造中の部分木をXPathを用いて特定し，その部分木同士が満
たすべき制約条件の表現する枠組みを提案した．また，それに基づくXML文書の意味的正当
性をネットワーク上で一括して集中管理・検証を行うシステムの試作を行った．
今後の課題として次のようなものが考えられる．今のところ，検証結果として返されるものは，
正当であるか否かを示す単純な真偽値でしかない．しかし，検証結果をより適切に表現するに
はXML文書の何れの部分が正当でないのかを示すXPath式を返すべきである．また制約表現能
力の評価も重要である．すなわち，本研究で提案したSDIC表現で表現可能な制約に関する詳
細な検討が必要である．
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図5.8：実行結果，SDIC制約に従っていない場合．
